
〇

〇法

規

的

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
及
び
改
正
後
欄
に
対
応
し
て
掲
げ
る
そ
の
標
記
部
分
に
二
重
傍
線
を
付
し
た
規
定
（
以

下
「
対
象
規
定
」
と
い
う
。）は
、
そ
の
標
記
部
分
が
同
一
の
も
の
は
当
該
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
も
の
の
よ

う
に
改
め
、
そ
の
標
記
部
分
が
異
な
る
も
の
は
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
を
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
と
し

て
移
動
し
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
対
象
規
定
で
改
正
後
欄
に
こ
れ
に
対
応
す
る
も
の
を
掲
げ
て
い
な
い
も
の
は
、
こ
れ

を
削
る
。

改

正

後

改

正

前

（
金
融
商
品
取
引
業
者
等
）

（
金
融
商
品
取
引
業
者
等
）

第
一
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
四
十
二
条
第

二
項
及
び
第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
の
金
融
庁
長

官
の
指
定
す
る
金
融
商
品
取
引
業
者
、
取
引
所
取

引
許
可
業
者
、
特
例
業
務
届
出
者
及
び
海
外
投
資

家
等
特
例
業
務
届
出
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す

る
。

第
一
条

﹇
同
上
﹈

﹇
一
〜
六

略
﹈

﹇
一
〜
六

同
上
﹈

七

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
証
券
株
式
会
社

七

Ｃ
Ｌ
Ｓ
Ａ
証
券
株
式
会
社

﹇
八
〜
百
十
六

略
﹈

﹇
八
〜
百
十
六

同
上
﹈

（
高
速
取
引
行
為
者
）

﹇
条
を
削
る
。﹈

第
三
条

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の

二
の
三
第
二
項
の
金
融
庁
長
官
の
指
定
す
る
高
速

取
引
行
為
者
は
、
Ｃ
ｉ
ｔ
ａ
ｄ
ｅ
ｌ

Ｓ
ｅ
ｃ
ｕ

ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｅ
ｓ

（
Ｈ
ｏ
ｎ
ｇ

Ｋ
ｏ
ｎ
ｇ
）

Ｌ
ｉ
ｍ
ｉ
ｔ
ｅ
ｄ
と
す
る
。

（
権
限
）

（
権
限
）

第
三
条

﹇
略
﹈

第
四
条

﹇
同
上
﹈

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
及
び
対
象
規
定
の
二
重
傍
線
を
付
し
た
標
記
部
分
を
除
く
全
体
に
付
し
た
傍

線
は
注
記
で
あ
る
。

そ

の

他

告

示

発 行 内 閣 府
（原稿作成 国立印刷局）
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次

令和年月日 月曜日 第号官 報
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〇
金
融
庁
告
示
第
七
十
七
号

金
融
商
品
取
引
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
三
百
二
十
一
号
）
第
四
十
二
条
第
二
項
、
第
四
十
二
条
の
二
第
二

項
及
び
第
四
十
三
条
の
二
の
三
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定
す
る
件
（
平
成

十
九
年
金
融
庁
告
示
第
九
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

〇
総
務
省
告
示
第
三
百
八
十
八
号

公
職
選
挙
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
八
十
九
号
）
第
五
十
九
条
の
五
の
三
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次

の
と
お
り
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
の
で
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

総
務
大
臣

藤
井
比
早
之

一

名

称

令
和
八
年
度
豪
州
に
お
け
る
実
動
訓
練
参
加
部
隊

二

国
外
派
遣
期
間

令
和
八
年
十
月
二
十
七
日
か
ら
令
和
八
年
十
一
月
二
十
日
ま
で

三

派
遣
人
数
（
概
数
）

七
十
人
程
度

四

派

遣

地

域

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦

〔
法
規
的
告
示
〕

〇
本
庁
監
理
金
融
商
品
取
引
業
者
等
を
指
定

す
る
件
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
七
七
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
特
定
国
外
派
遣
組
織
を
指
定
す
る
件

（
総
務
三
八
八
）

〇
情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る

国
の
歳
入
等
の
納
付
に
関
す
る
法
律
第
八

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
指
定
納
付
受

託
者
の
指
定
の
件
（
厚
生
労
働
三
八
〇
）

〇
中
小
企
業
信
用
保
険
法
第
二
条
第
五
項
第

四
号
の
災
害
及
び
地
域
を
指
定
す
る
件

（
経
済
産
業
一
四
〇
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場

を
認
定
し
た
件
（
国
土
交
通
一
三
〇
〇
）

〇
砂
防
法
第
二
条
の
土
地
を
指
定
す
る
件

（
同
一
三
〇
一
〜
一
三
〇
三
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

最
高
裁
判
所

〔
叙
位
・
叙
勲
〕

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

産

業

日
本
産
業
規
格

（
厚
生
労
働
省
、
厚
生
労
働
省
・
経
済
産
業

省
、
経
済
産
業
省
・
国
土
交
通
省
、
国
土
交

通
省
）

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
埼
玉
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
四
、
大
阪
同

二
）

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
六
一
）

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
等

に
関
す
る
法
律
第
九
条
の
規
定
に
よ
る
承
認

を
し
た
件
（
同
一
六
二
、
一
六
三
）

外
国
弁
護
士
に
よ
る
法
律
事
務
の
取
扱
い
等

に
関
す
る
法
律
第
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に

基
づ
き
特
定
外
国
法
を
指
定
し
た
件

（
同
一
六
四
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁特

定
保
険
募
集
人
の
所
在
の
確
知
等
、
迫

川
上
流
土
地
改
良
区
役
員
の
就
任
関
係

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
免
責
、
特
別
清
算
、
会
社
更
生
、

再
生
、
所
有
者
不
明
関
係

会
社
そ
の
他





名
称

事
務
所
の
所
在
地

納
付
を
委
託
す
る

こ
と
が
で
き
る
歳

入
等
の
種
類

指
定
を
し
た
日

納
付
事
務
の
開
始
の
日

株
式
会
社
Ｎ
Ｔ

Ｔ
デ
ー
タ

東
京
都
江
東
区
豊

洲
三
丁
目
三
番
三

号

厚
生
労
働
省
の
所

管
す
る
法
令
に
係

る
情
報
通
信
技
術

を
利
用
す
る
方
法

に
よ
る
国
の
歳
入

等
の
納
付
に
関
す

る
法
律
施
行
規
則

（
令
和
六
年
厚
生

労
働
省
令
第
百
六

号
）
別
表
の
一
の

項
及
び
二
の
項
に

掲
げ
る
歳
入
等

令
和
八
年
十
月
二
十
六

日

令
和
八
年
十
月
二
十
六

日

災

害

名

地

域

指
定
の
期
間

令
和
八
年
台
風
第
二
十
五
号
に
伴
う
災

害

千
葉
県

千
葉
市

令
和
八
年
九
月
二
十
日
か
ら

令
和
九
年
一
月
二
十
五
日
ま

で

銚
子
市

市
川
市

船
橋
市

館
山
市

木
更
津
市

松
戸
市

野
田
市

茂
原
市

成
田
市

佐
倉
市

東
金
市

旭
市

習
志
野
市

柏
市

勝
浦
市

市
原
市

流
山
市

八
千
代
市

我
孫
子
市

鴨
川
市

鎌
ケ
谷
市

君
津
市

富
津
市

四
街
道
市

袖
ケ
浦
市

八
街
市

印
西
市

白
井
市

富
里
市

南
房
総
市

匝
瑳
市

香
取
市

山
武
市

い
す
み
市

大
網
白
里
市

印
旛
郡
酒
々
井
町

印
旛
郡
栄
町

香
取
郡
神
崎
町

山
武
郡
九
十
九
里
町

山
武
郡
横
芝
光
町

長
生
郡
睦
沢
町

長
生
郡
長
生
村

長
生
郡
白
子
町

長
生
郡
長
柄
町

長
生
郡
長
南
町

夷
隅
郡
大
多
喜
町

夷
隅
郡
御
宿
町

安
房
郡
鋸
南
町

東
京
都

島
し
ょ
大
島
町

令和年月日 月曜日 第号官 報
〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
号

情
報
通
信
技
術
を
利
用
す
る
方
法
に
よ
る
国
の
歳
入
等
の
納
付
に
関
す
る
法
律
（
令
和
四
年
法
律
第
三
十
九
号
）
第

八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
納
付
受
託
者
で
あ
っ
て
、
同
法
第
五
条
第
一
号
に
規
定
す
る
方
法
に
よ
る
委
託
を
受
け

る
指
定
納
付
受
託
者
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
八
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
示
す

る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
号

中
小
企
業
信
用
保
険
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
二
百
六
十
四
号
）
第
二
条
第
五
項
第
四
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
同

号
の
災
害
及
び
地
域
を
次
の
よ
う
に
指
定
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
号

船
舶
安
全
法
（
昭
和
八
年
法
律
第
十
一
号
）
第
六
条
ノ
二
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
事
業
場
を
次
に
掲
げ
る
物
件
の

製
造
工
事
に
係
る
事
業
場
と
し
て
認
定
し
た
の
で
、船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則（
昭

和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

有
効
期
間

株
式
会
社
日
立
ニ
コ
ト
ラ

ン
ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
加
茂
事

業
所

新
潟
県
加
茂
市
大
字
下
条
戊

405番
地

軸
系
の
ク
ラ
ッ
チ

令
和
８
年
10月
13日
か
ら

令
和
13年
10月
12日
ま
で

〃
〃

軸
系
の
変
速
装
置

〃





点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

鴨 ノ 谷 川

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

香 川 県 観 音 寺 市 豊 浜 町 箕 浦 の 区 域 内 の 土 地 の

う ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 八 点 ま で を 順 次 結 ん だ

線 及 び 一 点 と 二 十 八 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土

地 の 区 域

１ 3403226400 13338154606

２ 3403227264 13338161053

３ 3403227163 13338161674

４ 3403228875 13338170356

５ 3403225699 13338174800

６ 3403223093 13338174282

７ 3403203893 13338208062

８ 3403208210 13338225136

９ 3403204778 13338232415

10 3403163262 13338248956

11 3403158188 13338244973

12 3403182839 13338209095

13 3403192155 13338206552

14 3403210991 13338167422

15 3403216447 13338141641

16 3403220887 13338146185

17 3403217957 13338148313

18 3403217890 13338149691

19 3403216932 13338152540

20 3403217379 13338157552

21 3403214828 13338172174

22 3403218060 13338172288

23 3403220975 13338169816

24 3403220711 13338166625

25 3403224444 13338163384

26 3403222996 13338159288

27 3403222788 13338155077

28 3403224326 13338152551

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

谷 後 沢

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

山 梨 県 上 野 原 市 犬 目 の 区 域 内 の 土 地 の う ち 、

次 の 一 点 か ら 七 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線 及 び 一 点

と 七 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の 区 域

１ 3537462697 13902170016

２ 3537476674 13902154114

３ 3537482376 13902161060

４ 3537502852 13902155102

５ 3537503485 13902158874

６ 3537478276 13902181507

７ 3537470610 13902183866

点 北緯 東経

一 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

平 原 下 川

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

大 分 県 中 津 市 耶 馬 溪 町 大 字 大 野 の 区 域 内 の

土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 二 十 二 点 ま で を 順

次 結 ん だ 線 及 び 一 点 と 二 十 二 点 を 結 ん だ 線 に

囲 ま れ た 土 地 の 区 域 （ 平 成 九 年 建 設 省 告 示 第

千 二 百 九 十 五 号 で 指 定 し た 同 号 八 に 掲 げ る 土

地 の 区 域 を 除 く 。 ）

１ 3328162552 13105266735

２ 3328155939 13105267092

３ 3328147153 13105259157

４ 3328142516 13105253424

５ 3328139348 13105247303

６ 3328138982 13105247302

７ 3328138214 13105245156

８ 3328138724 13105243804

９ 3328138957 13105243128

10 3328136328 13105232365

11 3328134387 13105230920

12 3328135528 13105230741

13 3328137437 13105229843

14 3328137716 13105229329

15 3328139759 13105229514

16 3328141607 13105229245

17 3328143699 13105230421

18 3328145104 13105231442

19 3328144260 13105233943

20 3328144398 13105235199

21 3328159696 13105251150

22 3328163337 13105260225

点 北緯 東経

二 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

芝 原 川 二

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

大 分 県 中 津 市 耶 馬 溪 町 大 字 金 吉 の 区 域 内 の

土 地 の う ち 、 次 の 一 点 か ら 十 三 点 ま で を 順 次

結 ん だ 線 及 び 一 点 と 十 三 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま

れ た 土 地 の 区 域

１ 3325264583 13106142891

２ 3325255501 13106157273

３ 3325251516 13106168869

４ 3325248363 13106184795

５ 3325258806 13106184952

６ 3325261813 13106211351

７ 3325241730 13106226371

８ 3325225767 13106221199

９ 3325219762 13106201539

10 3325234139 13106198999

11 3325242908 13106161869

12 3325251377 13106146684

13 3325263558 13106132760

点 北緯 東経

三 砂 防 法 第 二 条 の 土 地 に 係 る 河 川 の 名 称

上 村 川 一

砂 防 法 第 二 条 の 土 地 の 表 示

大 分 県 中 津 市 山 国 町 宇 曽 の 区 域 内 の 土 地 の

う ち 、 次 の 一 点 か ら 九 点 ま で を 順 次 結 ん だ 線

及 び 一 点 と 九 点 を 結 ん だ 線 に 囲 ま れ た 土 地 の

区 域

１ 3324134168 13103030631

２ 3324134213 13102594317

３ 3324139725 13102577485

令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 一 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 二 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 三 号

砂 防 法 （ 明 治 三 十 年 法 律 第 二 十 九 号 ） 第 二 条 の

規 定 に よ り 、 同 条 の 土 地 を 次 の と お り 指 定 す る の

で 、 砂 防 法 施 行 規 程 （ 明 治 三 十 年 勅 令 第 三 百 八 十

二 号 ） 第 一 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 二 十 六 日
国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲





４
33
24
150341

131
02
572144

５
33
24
158454

131
02
578764

６
33
24
156186

131
03
012802

７
33
24
173764

131
03
028193

８
33
24
168356

131
03
036887

９
33
24
158579

131
03
029895

点
北
緯

東
経

四

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

高
並
川
五

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

大
分
県
宇
佐
市
院
内
町
高
並
の
区
域
内
の
土
地
の

う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
十
二
点
ま
で
を
順
次
結
ん
だ

線
及
び
一
点
と
十
二
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た
土

地
の
区
域

１
33
26
553660

131
18
541290

２
33
26
559766

131
18
527303

３
33
26
585062

131
18
478882

４
33
27
014469

131
18
454000

５
33
27
034981

131
18
449819

６
33
27
034327

131
18
467875

７
33
27
020502

131
18
479500

８
33
27
010910

131
18
495508

９
33
26
599557

131
18
497892

10
33
26
585838

131
18
518163

11
33
26
570265

131
18
521346

12
33
26
556868

131
18
543900

点
北
緯

東
経

五

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
に
係
る
河
川
の
名
称

小
田
川

砂
防
法
第
二
条
の
土
地
の
表
示

大
分
県
宇
佐
市
安
心
院
町
南
畑
の
区
域
内
の
土
地

の
う
ち
、
次
の
一
点
か
ら
十
四
点
ま
で
を
順
次
結
ん

だ
線
及
び
一
点
と
十
四
点
を
結
ん
だ
線
に
囲
ま
れ
た

土
地
の
区
域

１
33
22
166733

131
24
002096

２
33
22
161774

131
24
015923

３
33
22
176182

131
24
025782

４
33
22
151872

131
24
069693

５
33
22
120727

131
24
086554

６
33
22
120684

131
24
082791

７
33
22
138470

131
24
051453

８
33
22
137578

131
24
037511

９
33
22
134301

131
24
026252

10
33
22
144599

131
23
592263

11
33
22
131447

131
23
590118

12
33
22
124040

131
23
577244

13
33
22
126002

131
23
575079

14
33
22
142165

131
23
581084

国
会
事
項

人
事
異
動

叙
位
・
叙
勲

令和年月日 月曜日 第号官 報

衆

議

院

議
案
撤
回

十
月
二
十
二
日
次
の
議
案
は
委
員
会
に
お
い
て
撤
回
を

許
可
し
た
。

賃
金
上
昇
を
上
回
る
個
人
住
民
税
の
負
担
増
加
等
に
対

処
す
る
た
め
に
個
人
住
民
税
に
関
し
講
ず
べ
き
措
置
に

関
す
る
法
律
案
（
鈴
木
義
弘
外
三
名
提
出
、
第
二
百
二

十
一
回
国
会
衆
法
第
三
一
号
）

参

議

院

議
案
撤
回
通
知
書
受
領

十
月
二
十
二
日
衆
議
院
か
ら
、
次
の
議
案
は
委
員
会
に

お
い
て
撤
回
を
許
可
し
た
旨
の
通
知
書
を
受
領
し
た
。

賃
金
上
昇
を
上
回
る
個
人
住
民
税
の
負
担
増
加
等
に
対

処
す
る
た
め
に
個
人
住
民
税
に
関
し
講
ず
べ
き
措
置
に

関
す
る
法
律
案
（
第
二
百
二
十
一
回
国
会
、
鈴
木
義
弘

外
三
名
提
出
）

内

閣

後
藤

秀
一

農
林
水
産
大
臣
秘
書
官
に
任
命
す
る

農
林
水
産
大
臣
秘
書
官

安
野

啓
子

願
に
依
り
本
官
を
免
ず
る
（
以
上
十
月
十
五
日
）

最
高
裁
判
所

山
口
地
方
裁
判
所
判
事
兼
山
口
家

庭
裁
判
所
判
事
・
山
口
簡
易
裁
判

所
判
事

阿
多

麻
子

大
阪
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

大
阪
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

福
岡
高
等
裁
判
所
判
事
・
福
岡
簡

易
裁
判
所
判
事

平
塚

浩
司

山
口
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

山
口
地
方
裁
判
所
長
を
命
ず
る

兼
ね
て
山
口
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

山
口
家
庭
裁
判
所
長
を
命
ず
る

山
口
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

山
口
簡
易
裁
判
所
に
お
け
る
司
法
行
政
事
務
を
掌
理
す
る

者
に
指
名
す
る

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
兼
東
京
家

庭
裁
判
所
判
事
・
立
川
簡
易
裁
判

所
判
事

北
村

和

福
岡
高
等
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

福
岡
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

横
浜
家
庭
裁
判
所
判
事
・
横
浜
簡

易
裁
判
所
判
事

三
上

孝
浩

東
京
地
方
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
地
方
裁
判
所
立
川
支
部
勤
務
を
命
ず
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

兼
ね
て
東
京
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
家
庭
裁
判
所
立
川
支
部
勤
務
を
命
ず
る

立
川
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

東
京
高
等
裁
判
所
判
事
・
東
京
簡

易
裁
判
所
判
事

佐
藤

英
彦

横
浜
家
庭
裁
判
所
判
事
に
補
す
る

部
の
事
務
を
総
括
す
る
者
に
指
名
す
る

横
浜
簡
易
裁
判
所
判
事
に
補
す
る
（
以
上
十
月
十
五
日
）

〇
定
年
退
官

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
長
谷
部
幸
弥
は
十
月
十
四
日

限
り
本
官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た

る
簡
易
裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

判
事
兼
簡
易
裁
判
所
判
事
住
山
真
一
郎
は
十
月
十
五
日

限
り
本
官
た
る
判
事
が
定
年
退
官
と
な
り
同
時
に
兼
官
た

る
簡
易
裁
判
所
判
事
も
退
官
と
な
る

〇
叙
位（

阿
南
工
業
高
等
専
門
学
校
名
誉
教

授
）

森
川

鋭
一

従
四
位
に
叙
す
る

堀

鐵
藏

正
五
位
に
叙
す
る

鐙

邦
夫

笠
原

一
也

笹
山

一
義

（
黒
部
市
議
会
議
員
）

新
村

文
幸

内
藤
三
地
郎

水
田

伸
三

矢
野

一
夫

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）伊

藤

悦
子

高
木

勇
馬

永
木
紘
一
郎

三
宅

幹
夫

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

伊
東

豊
治

岡

早
苗

久
我

正
作

佐
土
原
博
親

白
石
憲
一
郎

山
崎
富
士
也

山
城

清
和

山
本

勲

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

関
山

正
夫

正
七
位
に
叙
す
る

堂
囿

秀
昭

中
野

聖
二

柳
生

盛
譲

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
七
日
）

姉
川

博
之

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

名
誉
教
授
）

北
澤

良
久

正
四
位
に
叙
す
る
（
各
通
）秋

元

正
英

加
藤

義
喜

松
尾

一
文

松
尾

昌
一

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）伊

東

博
明

雜
賀

正
幸

西
村

行
夫

丸
山

敏
彦

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

上
山

均

柿
崎

明

上
村

高
光

椎
葉

浄
信

立
川

守

田
村

幸
夫

時
吉

芳
弘

栃
本

正
道

宮
廻

紀
博

渡

修

渡

恒
美

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

阿
部

文
夫

正
七
位
に
叙
す
る

安
達

徳
昭

俵

清
春

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
八
日
）


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令和年月日 月曜日 第号官 報

産

業

日
本
産
業
規
格

令
和
８
年
10月

26日
に
下
記
の
日
本
産
業
規
格
を
確
認
し
た
の
で
、
産
業
標
準
化
法
（
昭
和
24年

法
律
第
185号

）
第
19条
の
規
定
に
基
づ
き
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
26
日

厚
生
労
働
大
臣
上
野
賢
一
郎

記
確
認
さ
れ
た
日
本
産
業
規
格

（
日
本
産
業
標
準
調
査
会
審
議
）

冠
動
脈
ス
テ
ン
ト
の
耐
久
性
試
験
方
法

Ｔ
0402

ヘ
ル
ス
ケ
ア
製
品
の
滅
菌

エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド

医
療
機
器
の
滅
菌
プ
ロ
セ
ス
の
開

発
，
バ
リ
デ
ー
シ
ョ
ン
及
び
日
常
管
理
の
要
求
事
項

Ｔ
0801

医
療
機
器
の
生
物
学
的
評
価

第
７
部
：
エ
チ
レ
ン
オ
キ
サ
イ
ド
滅
菌
残
留
物

Ｔ
0993

７
単
回
使
用
手
術
用
メ
ス

Ｔ
2107

滅
菌
済
み
注
射
針

Ｔ
3209

滅
菌
済
み
輸
血
フ
ィ
ル
タ
セ
ッ
ト

Ｔ
3225

内
視
鏡
固
定
用
バ
ル
ー
ン

Ｔ
3234

胃
・
食
道
静
脈
り
ゅ
う
（
瘤
）
圧
迫
止
血
用
チ
ュ
ー
ブ

Ｔ
3236

胃
・
食
道
静
脈
り
ゅ
う
（
瘤
）
結
さ
つ
（
紮
）
用
治
療
器
具

Ｔ
3237

吸
引
し
（
嘴
）
管

Ｔ
3238

胃
食
道
ド
レ
ナ
ー
ジ
用
カ
テ
ー
テ
ル

Ｔ
3239

内
視
鏡
用
オ
ー
バ
チ
ュ
ー
ブ

Ｔ
3241

非
血
管
用
ガ
イ
ド
ワ
イ
ヤ

Ｔ
3242

尿
路
結
石
・
異
物
除
去
用
カ
テ
ー
テ
ル

Ｔ
3244

配
偶
子
・
は
い
（
胚
）
移
植
用
チ
ュ
ー
ブ
及
び
カ
テ
ー
テ
ル

Ｔ
3245

造
影
用
カ
テ
ー
テ
ル
（
非
血
管
用
）

Ｔ
3246

尿
管
用
カ
テ
ー
テ
ル
及
び
イ
ン
ト
ロ
デ
ュ
ー
サ
キ
ッ
ト
並
び
に
尿
道
拡
張
用
バ
ル
ー
ン
カ

テ
ー
テ
ル

Ｔ
3247

血
管
造
影
用
活
栓
，
チ
ュ
ー
ブ
及
び
附
属
品

Ｔ
3252

圧
ト
ラ
ン
ス
デ
ュ
ー
サ

Ｔ
3323

圧
力
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
用
チ
ュ
ー
ブ
セ
ッ
ト

Ｔ
3351

歯
科
術
者
用
椅
子

Ｔ
5601

歯
科
器
械

吸
引
シ
ス
テ
ム

Ｔ
5801

歯
科
用
ハ
ン
ド
ピ
ー
ス

ホ
ー
ス
コ
ネ
ク
タ

形
状
及
び
寸
法

Ｔ
5905

歯
科
非
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

Ｔ
6105

歯
科
鋳
造
用
金
銀
パ
ラ
ジ
ウ
ム
合
金

Ｔ
6106

歯
冠
用
硬
質
レ
ジ
ン

Ｔ
6517

ア
ク
リ
ル
系
歯
冠
用
レ
ジ
ン

Ｔ
6518

歯
科
複
模
型
用
印
象
材

Ｔ
6527

歯
列
矯
正
用
ワ
イ
ヤ

Ｔ
6530

歯
列
矯
正
用
エ
ラ
ス
チ
ッ
ク
器
材

Ｔ
6531

歯
科
用
石
こ
う
（
膏
）

Ｔ
6600

吸
入
麻
酔
シ
ス
テ
ム

第
２

１
部
：
麻
酔
用
及
び
呼
吸
用
機
器

円
す
い
（
錐
）
コ
ネ

ク
タ

円
す
い
（
錐
）
及
び
ソ
ケ
ッ
ト

Ｔ
7201

２

１

吸
入
麻
酔
シ
ス
テ
ム

第
２

２
部
麻
酔
用
及
び
呼
吸
用
機
器

円
錐
コ
ネ
ク
タ

ね

じ
式
耐
重
量
コ
ネ
ク
タ

Ｔ
7201

２

２

（
金
沢
大
学
名
誉
教
授
）

上
野

久
儀

正
四
位
に
叙
す
る

黄
木

英
夫

弓
野

金
正

瀬
田
川
榮
一

野
澤

慶
一

森
山

仁
市

従
五
位
に
叙
す
る
（
各
通
）青

木

數
男

松
山

壽
肇

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

浦

茂
之

坂
下

明
洋

佐
藤

兵
次

中
林

伸
行

御
園
稔
太
郎

村
松

則
保

門
田

畩
彦

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）安

藤

裕
己

唐
澤

阪
衛

睦
子

玉
城

善
治

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
九
日
）

工
藤

隆
弘

正
五
位
に
叙
す
る

日
比
野
鉦
次

従
五
位
に
叙
す
る

岩
田

良
雄

川
窪

武
門

佐
藤

俊
次

佐
藤

義
正

鈴
木

喜
夫

染
田

裕
紀

高
城
新
太
郎

仁
杉

秀
夫

吉
田

寛

正
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

有
友

義
人

池
内

淑
一

石
橋

幸
夫

泉
舘

正
悦

奥
野

良
裕

尾
崎

芳
信

小
泉

國
男

鈴
木

惠
壽

鈴
木

治

松
岡

宏
治

村
井

敏
夫

従
六
位
に
叙
す
る
（
各
通
）

中
村

清
志

正
七
位
に
叙
す
る

加
藤

直

加
藤

晴
信

金
澤

榮

堀

利
雄

従
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
日
）

中
島

茂

従
五
位
に
叙
す
る

木
村

忠
壽

日
高

吉
廣

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
一
日
）

小
山
田
勝
榮

錦
織

孝
夫

正
七
位
に
叙
す
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
二
日
）

野
澤

慶
一

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

青
木

數
男

坂
下

明
洋

佐
藤

兵
次

森
山

仁
市

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

安
藤

裕
己

上
野

村
司

鎌
田

貢

箱
崎

啓

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
九
日
）

池
内

淑
一

石
橋

幸
夫

鈴
木

惠
壽

中
村

清
志

松
岡

宏
治

吉
田

寛

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

加
藤

直

加
藤

晴
信

金
澤

榮

杉
山

和
正

堀

利
雄

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
二
十
日
）

阿
部

利
一

中
島

茂

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
二
十
一
日
）

錦
織

孝
夫

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
二
日
）

行
幸天

皇
陛
下
は
、
愛
知
県
に
お
い
て
開
催
さ
れ
て
い
る
愛

知
・
名
古
屋
二
〇
二
六
ア
ジ
ア
パ
ラ
競
技
大
会
に
御
臨
場

の
た
め
、
十
月
十
八
日
午
前
九
時
四
十
分
御
出
門
、
同
県

へ
行
幸
、同
月
十
九
日
午
後
三
時
五
十
分
還
幸
に
な
っ
た
。

〇
叙
勲（

黒
部
市
議
会
議
員
）

新
村

文
幸

旭
日
小
綬
章
を
授
け
る

鐙

邦
夫

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
十
七
日
）

川
島

章
則

中
島

哲
彌

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
九
月
十
八
日
）

日
吉

榮

旭
日
単
光
章
を
授
け
る
（
九
月
十
九
日
）

仁
杉

秀
夫

旭
日
双
光
章
を
授
け
る
（
九
月
二
十
日
）

久
我

正
作

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

岡

早
苗

笹
山

一
義

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

柳
生

盛
譲

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
以
上
九
月
十
七
日
）

（
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

名
誉
教
授
）

北
澤

良
久

瑞
宝
中
綬
章
を
授
け
る

姉
川

博
之

瑞
宝
小
綬
章
を
授
け
る

安
達

徳
昭

丸
山

敏
彦

瑞
宝
双
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）

阿
部

文
夫

小
川

時
次

柿
崎

明

小
池

義
雄

立
川

守

俵

清
春

瑞
宝
単
光
章
を
授
け
る
（
各
通
）（
以
上
九
月
十
八
日
）





令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

医療用人工呼吸器 Ｔ7204
眼光学機器レフラクトメータ Ｔ7319
屈折補正用眼鏡レンズの反射防止膜の仕様及び試験方法 Ｔ7334
耐きず性をもつ屈折補正用眼鏡レンズの表面の要求事項 Ｔ7336
単回使用ごうしん（毫鍼） Ｔ9301

令和８年10月26日に下記の日本産業規格を確認したので、産業標準化法（昭和24年法律第185号）
第19条の規定に基づき公示する。
令和８年 10 月 26 日 厚生労働大臣 上野賢一郎

経済産業大臣 赤澤 亮正
記

確認された日本産業規格
（日本産業標準調査会審議）
金属製骨ねじの機械的試験方法 Ｔ0311
金属製骨接合用品の圧縮曲げ試験方法 Ｔ0313
重心動揺計 Ｔ1190
心電図監視装置 Ｔ1304
パルス反射法超音波診断装置の性能試験方法通則 Ｔ1501
医療機器ソフトウェアソフトウェアライフサイクルプロセス Ｔ2304
外科インプラント用チタン材料第４部：チタン15ジルコニウム ４ニ
オブ合金展伸材

Ｔ7401４

医療用マスク及び一般用マスクの性能要件及び試験方法 Ｔ9001
感染対策医療用マスクの性能要件及び試験方法 Ｔ9002
診断用Ｘ線に対する防護用具第２部：透明防護板 Ｔ61331２
診断用Ｘ線に対する防護用具第３部：防護衣，防護眼鏡及び患者用防護具 Ｔ61331３
診断用核医学装置特性及び試験条件第１部：ＰＥＴ装置 Ｔ61675１
医用電気機器放射線治療計画システムの安全要求事項 Ｔ62083
医療機器第１部：ユーザビリティエンジニアリングの医療機器への適用 Ｔ62366１
医用電気機器第２60部：歯科器械の基礎安全及び基本性能に関する個別
要求事項

Ｔ80601２60

医用放射線機器定義した用語 Ｚ4005
医用画像部門における品質維持の評価及び日常試験方法第３２部：受入
試験乳房用Ⅹ線装置の画像性能

Ｚ4752３２

医用画像部門における品質維持の評価及び日常試験方法第３５部：受入
試験及び不変性試験Ｘ線ＣＴ装置

Ｚ4752３５

診断用ＭＲ装置用ファントム Ｚ4924
Ｘ線骨密度測定装置用性能評価ファントム Ｚ4930

令和８年10月26日に下記の日本産業規格を確認したので、産業標準化法（昭和24年法律第185号）
第19条の規定に基づき公示する。
令和８年 10 月 26 日 厚生労働大臣 上野賢一郎

経済産業大臣 赤澤 亮正
記

確認された日本産業規格
（日本産業標準調査会審議）
トンネル工事機械安全第１部：シールド及び推進機の要求事項 Ａ8202１
トンネル工事機械安全第２部：自由断面トンネル掘削機の要求事項 Ａ8202２
道路工事機械安全第１部：一般要求事項 Ａ8508１

道路工事機械安全第４部：締固め機械の要求事項 Ａ8508４
コンクリート及びモルタルの圧送ポンプ，吹付機及びブーム装置安全要求事項 Ａ8612
陸用鋼製ボイラ構造 Ｂ8201
破裂板式安全装置第１部：一般 Ｂ8226１
破裂板式安全装置第２部：安全弁との組合せ Ｂ8226２
破裂板式安全装置第３部：適用，選定及び取付け Ｂ8226３
圧力容器の構造特定規格 Ｂ8266
圧力容器の設計 Ｂ8267
クレーン荷重及び荷重の組合せに関する設計原則第１部：一般 Ｂ8833１
クレーン荷重及び荷重の組合せに関する設計原則第２部：移動式クレーン Ｂ8833２
立体自動倉庫システムシステム設計通則 Ｂ8942
立体自動倉庫システムスタッカクレーン設計通則 Ｂ8943
水産加工機械の安全及び衛生に関する設計要求事項 Ｂ9654
機械類の安全性機械の電気装置第32部：巻上機械に対する要求事項 Ｂ996032
機械類の安全性人の存在を検知する保護設備のアプリケーション Ｂ9963
フォークリフトトラック安全要求事項及び検証第１部：フォークリフトトラッ
ク

Ｄ6001１

フォークリフトトラック安全要求事項及び検証第２部：運転者の位置が上昇す
るフォークリフトトラック及び荷を揚げたまま走行するよう設計されたフォークリ
フトトラックの追加要求事項

Ｄ6001２

動力付産業車両識別記号 Ｄ6022
産業車両運転者保護装置の仕様及び試験方法第１部：シートベルト Ｄ6025１
フォークリフトトラックさやフォークと伸縮フォーク技術特性及び強度 Ｄ6027
フォークリフトトラック仕様書様式 Ｄ6202
防振手袋 Ｔ8114
呼吸用保護具の選択，使用及び保守管理方法 Ｔ8150
防毒マスク Ｔ8152
検知管式硫化水素測定器（測長形） Ｔ8204

令和８年10月25日に下記の日本産業規格を制定したので、産業標準化法（昭和24年法律第185号）
第19条の規定に基づき公示する。
令和８年 10 月 26 日 厚生労働大臣 上野賢一郎

経済産業大臣 赤澤 亮正
記

制定された日本産業規格
（日本産業標準調査会審議）
鋳造機械高圧ダイカストマシンの安全要求事項 Ｂ6615
（内容省略）
備考 内容は、日本産業標準調査会ホームページ（https://www.jisc.go.jp）において閲覧に供す
る。また、厚生労働省労働基準局安全衛生部安全課並びに経済産業省イノベーション・環境局
基準認証政策課、各経済産業局及び内閣府沖縄総合事務局経済産業部においても閲覧に供する。

令和８年10月26日に下記の日本産業規格を確認したので、産業標準化法（昭和24年法律第185号）
第19条の規定に基づき公示する。
令和８年 10 月 26 日 経済産業大臣 赤澤 亮正

国土交通大臣 井林 辰憲
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記
確認された日本産業規格
（日本産業標準調査会審議）
コーンカロリーメーターによる建築材料の発熱速度及び煙生成速度を測定する試
験方法

Ａ1316

床材及び床の帯電防止性能測定・評価方法 Ａ1455
コンクリート及びコンクリート構造物に関する環境マネジメント第１部：一般
原則

Ｑ13315１

コンクリート及びコンクリート構造物に関する環境マネジメント第２部：シス
テム境界及びインベントリデータ

Ｑ13315２

地理情報適合性及び試験 Ｘ7105
地理情報空間スキーマ Ｘ7107
地理情報地理識別子による空間参照 Ｘ7112
地理情報地理マーク付け言語（ＧＭＬ） Ｘ7136

令和８年10月26日に下記の日本産業規格を確認したので、産業標準化法（昭和24年法律第185号）
第19条の規定に基づき公示する。
令和８年 10 月 26 日 国土交通大臣 井林 辰憲

記
確認された日本産業規格
（日本産業標準調査会審議）
鉄道用分岐器類の番数 Ｅ1301
鉄道用分岐器類 Ｅ1303
鉄道用分岐器類の線形 Ｅ1304
商用周波数軌道回路式自動列車停止装置の試験方法 Ｅ3006
連続誘導式自動列車制御装置の試験方法 Ｅ3007
電気踏切遮断機性能試験方法 Ｅ3016
インピーダンスボンド性能試験方法 Ｅ3018
軌道回路装置の耐妨害試験方法 Ｅ3022
レール絶縁材料性能試験方法 Ｅ3023
踏切制御システムシステム要求事項 Ｅ3061
踏切諸施設安全色彩 Ｅ3701
無線式列車制御システム第４部：無線システムの性能要求事項決定手順 Ｅ3801４
鉄道車両用語 Ｅ4001
鉄道車両の質量測定方法 Ｅ4011
鉄道車両絶縁抵抗及び耐電圧試験方法 Ｅ4014
鉄道車両の冷房及び暖房の温度測定方法 Ｅ4015
鉄道車両電気用図記号 Ｅ4017
鉄道車両換気性能試験方法 Ｅ4024
鉄道車両部品耐湿及び耐水試験方法 Ｅ4034
鉄道車両部品高温及び低温試験方法 Ｅ4035
鉄道車両構成部品耐候性試験方法 Ｅ4037
鉄道車両車体及び台車寸法測定方法 Ｅ4051
鉄道車両用オイルダンパ性能通則 Ｅ4205
鉄道車両用ばね装置 Ｅ4206
鉄道車両用合成制輪子品質要求 Ｅ4309

鉄道車両車軸強度設計方法 Ｅ4501
鉄道車両電子機器 Ｅ5006
鉄道車両電力変換装置 Ｅ5008
鉄道車両推進軸 Ｅ5302
直流電車線番記号 Ｅ6001
通勤電車運転室の設計通則 Ｅ6003
鉄道車両自動列車制御装置及び自動列車停止装置の車上制御装置試験方法 Ｅ6005
鉄道車両直流主電動機試験方法 Ｅ6101
鉄道車両用電磁継電器通則 Ｅ6202
旅客車用空気調和装置の冷暖房容量算出方法 Ｅ6603
タンク車 Ｅ7101
タンク車用タンクの設計方法 Ｅ7102
鉄道車両旅客車車体設計通則 Ｅ7103
鉄道車両旅客車用構体荷重試験方法 Ｅ7105
鉄道車両用鋳鉄制輪子の性能試験及び検査方法 Ｅ7501

令和８年10月26日に下記の日本産業規格を確認したので、産業標準化法（昭和24年法律第185号）
第19条の規定に基づき公示する。
令和８年 10 月 26 日 国土交通大臣 井林 辰憲

記
確認された日本産業規格
（日本産業標準調査会審議）
フレッシュコンクリートの洗い分析試験方法 Ａ1112
コンクリートからの角柱供試体の採取方法及び強度試験方法 Ａ1114
フレッシュコンクリートの空気量の容積による試験方法（容積方法） Ａ1118
コンクリートの静弾性係数試験方法 Ａ1149
拘束されたコンクリートの乾燥収縮ひび割れ試験方法 Ａ1151
コンクリートの反発度の測定方法 Ａ1155
ポリマーセメントモルタルの試験方法 Ａ1171
レジンコンクリートの試験方法 Ａ1181
コンクリート用連続繊維補強材の引張試験方法 Ａ1192
コンクリート用連続繊維補強材の耐アルカリ試験方法 Ａ1193
建築構造部分の耐火試験方法 Ａ1304
建築用薄物材料の難燃性試験方法 Ａ1322
建築部位の断熱性赤外線カメラによる熱画像を用いた熱抵抗及び熱貫流率現場測定
方法

Ａ1495

遊戯施設の検査標準 Ａ1701
昇降機の検査標準 Ａ4302
飲料水及び下水事業に関する活動サービスの評価及び改善に関する指針 Ｑ24510
飲料水及び下水事業に関する活動下水事業のマネジメントに関する指針 Ｑ24511
飲料水及び下水事業に関する活動飲料水事業のマネジメントに関する指針 Ｑ24512
航空標識の色 Ｗ8301
（内容省略）
備考 内容は、日本産業標準調査会ホームページ（https://www.jisc.go.jp）において閲覧に供す
る。また、国土交通省住宅局住宅生産課においても閲覧に供する。
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令和８年10月26日に下記の日本産業規格を確認したので、産業標準化法（昭和24年法律第185号）
第19条の規定に基づき公示する。
令和８年 10 月 26 日 国土交通大臣 井林 辰憲

記
確認された日本産業規格
（日本産業標準調査会審議）
造船用語船体外ぎ装 Ｆ0013
造船用語（船体編管ぎ装） Ｆ0014
造船用語（船体編試験・工作） Ｆ0016
造船用語機関軸系，プロペラ及びウォータージェット推進装置 Ｆ0024
舟艇用語（舟艇の種類及び運航者） Ｆ0043
舟艇用語計器 Ｆ0047
舟艇用語帆走 Ｆ0048
舟艇用語機関及び推進装置 Ｆ0049
船舶通風系統図記号 Ｆ0050
造船バルバスバウ及びサイドスラスタの記号 Ｆ0052
造船船舶一般配置図記号 Ｆ0053
舟艇用語運航技術 Ｆ0054
船用機器の英字略語 Ｆ0061
船舶の安全標識 Ｆ0090
舟艇海上試運転方法 Ｆ0103
小形船の諸管の保温・防熱・防露の施工要領 Ｆ0301
舟艇電気装置避雷 Ｆ0303
船用内燃主機関の出力の呼び方及びその定義 Ｆ0401
船舶機関制御室の空調及び通風基準 Ｆ0408
船用熱交換器計画上の海水温度基準 Ｆ0502
機関部逃し弁の装備及び設定圧力 Ｆ0504
小形船の鋼管使用基準 Ｆ0507
船舶貨物管系用非石綿系ガスケット選定基準 Ｆ0602
船用電気器具のプラスチック選定基準 Ｆ0701
海上試運転機関部試験方法 Ｆ0801
船舶機関室交流電動天井クレーン陸上試験方法 Ｆ0802
中小形船の燃料油系統自動化機器の船内試験方法 Ｆ0803
中小形船の潤滑油系統自動化機器の船内試験方法 Ｆ0804
中小形船の冷却水系統自動化機器の船内試験方法 Ｆ0805
中小形船の空気・ビルジ・清水・サニタリ系統自動化機器の船内試験方法 Ｆ0806
船舶の航海と無線通信機器及びシステム一般要求事項試験方法及び試験結果要
件

Ｆ0812

船用予備品箱 Ｆ0902
機関部機器類の振動許容値基準 Ｆ0906
舟艇乗員の落水防止及び再乗艇に関する要求事項 Ｆ1021
舟艇用フローティングジャケット Ｆ1026
舟艇遠隔操だ装置 Ｆ1031
舟艇海水コック及び船体貫通金物第２部：非金属製 Ｆ1032２
舟艇船体構造スカントリング第２部：材料：サンドイッチ構造用心材及び補
強材

Ｆ1034２

舟艇船体構造スカントリング第３部：材料：鋼，アルミニウム合金，木材及
びその他の材料

Ｆ1034３

舟艇船体構造スカントリング第４部：製造所及び製造 Ｆ1034４
鋼板製デッキエンドローラ Ｆ2004
オープンチョック Ｆ2006
ムアリングパイプ Ｆ2007
船用ロープホールカバー Ｆ2010
フェアリーダ Ｆ2014
パナマチョック Ｆ2017
鋼板製小形デッキエンドローラ Ｆ2020
船用ホリゾンタルローラ Ｆ2022
水平ローラ付フェアリーダ Ｆ2026
一点係留用ムアリングパイプ Ｆ2030
リセス形タグビット Ｆ2052
船用一般ダビット Ｆ2103
船用一般クレーン Ｆ2104
船用荷役フック Ｆ2105
船用小荷重荷役トッピングブラケット Ｆ2206
船用小荷重荷役グースネックブラケット Ｆ2207
船用鋼製非風雨密戸 Ｆ2305
船用ちょう形締付金物 Ｆ2312
水密滑り戸 Ｆ2314
鋼製風雨密一枚戸 Ｆ2318
鋼製風雨密小形ハッチ Ｆ2321
タンククリーニングホールカバー Ｆ2331
マッシュルーム通風筒 Ｆ2407
船用足掛け Ｆ2601
鋼製垂直はしご Ｆ2602
鋼製甲板はしご Ｆ2603
小形船用鋼製船側はしご Ｆ2605
貨物船手すり Ｆ2607
鋼製ワーフラダー Ｆ2612
アルミニウム製ショアギャングウエイ Ｆ2613
ブルワークラダ Ｆ2614
船舶及び海洋技術救命艇用なわばしご Ｆ2617
船側はしご Ｆ2621
パイロットラダー用船側はしご Ｆ2622
小形船用簡易船側歩み板 Ｆ2623
アルミニウム船アルミニウム合金製手すり Ｆ2624
船用クロスビット Ｆ2804
ドレンプラグ Ｆ3006
アンカー Ｆ3301
ブイシャックル Ｆ3306
アンカーストッパ Ｆ3307
アンカーブイ Ｆ3308
小形アンカーストッパ Ｆ3310
チェーンストッパ Ｆ3406
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船用オーバルアイプレート Ｆ3410
船用リングプレート Ｆ3412
船用ホーンクリート Ｆ3414
船用ガイクリート Ｆ3416
船用シーブ Ｆ3418
船用スイベル付ロープガイ鋼製滑車 Ｆ3419
船用荷役鋼製滑車 Ｆ3421
船用切欠き滑車 Ｆ3422
船用信号旗滑車 Ｆ3425
船用鋼帯木製滑車 Ｆ3426
船用荷役ころ軸受入り鋳鋼製滑車 Ｆ3428
船用荷役ころ軸受入り鋼板製滑車 Ｆ3429
船用ワイヤソケット Ｆ3432
船における繊維ロープの使用基準 Ｆ3434
船用荷役つり索ニッパ Ｆ3435
船用小形鋼製滑車 Ｆ3443
船用消防おの Ｆ3610
縄ばしご Ｆ3612
傾斜計 Ｆ3613
造船上向き作業用アシストスーツ Ｆ3651
船用トグルピン Ｆ3905
船用鎖ひも Ｆ3906
船用鎖ひもＳ形環 Ｆ3907
船用鎖ひもアイプレート Ｆ3908
船用内燃主機関陸上試験方法 Ｆ4304
舟艇スタートインギヤプロテクション装備基準 Ｆ4323
舟艇プッシュプルコントロールケーブル Ｆ4325
舟艇推進機遠隔操作装置 Ｆ4326
舟艇船外機関携帯用燃料装置 Ｆ4327
舟艇ガソリン機関の火炎逆流制御 Ｆ4328
船用小形プロペラ取付部テーパ１：10 Ｆ4801
造船船用プロペラ製作許容差第１部：直径25ｍを超えるプロペラ Ｆ4802
造船船用プロペラ製作許容差第２部：直径08ｍ以上25ｍ以下のプロペラ Ｆ4803
船用小形プロペラ取付部テーパ１：16 Ｆ4804
中小形船の自動スラッジ排出形油清浄機の船内試験方法 Ｆ6602
ムアリングウインチ Ｆ6709
ウインドラス Ｆ6714
船用油圧かじ取機工場試験方法 Ｆ6720
船用油圧かじ取機用油圧ポンプ工場試験方法 Ｆ6721
船用配管の識別 Ｆ7005
管系保温防熱基準 Ｆ7008
船舶機関部管系用ガスケット及びパッキン使用基準 Ｆ7102
船用機関入口用潤滑油管系及び燃料油管系のこし器 Ｆ7103
船体付ディスタンスピース Ｆ7131
船用油こしの金網の使用基準 Ｆ7207
船用単式油こし Ｆ7209

船用平形サイトグラス Ｆ7234
船舶及び海洋技術船用油タンク非常遮断弁 Ｆ7399
船用燃料油タンク及び潤滑油タンク非常遮断弁遠隔遮断装置 Ｆ7456
船用燃料油タンク及び潤滑油タンク非常遮断弁空気式遠隔遮断装置 Ｆ7457
船舶機関部予備品 Ｆ7601
船舶機関部装備品 Ｆ7602

労 働

船用５Ｋ銅合金管フランジ Ｆ7804
船用鋼製溶接スリーブ式管継手 Ｆ7810
船用電気器具の振動検査通則 Ｆ8006
船用電気照明器具通則 Ｆ8008
船用電気設備第202部：システム設計保護 Ｆ8063
船用電気設備第301部機器発電機及び電動機 Ｆ8064
船用電気設備第304部機器半導体コンバータ Ｆ8067
船用電気設備第401部：装備基準及び完成試験 Ｆ8072
船用電気設備第203部システム設計可聴及び可視信号 Ｆ8078
船用電気設備第204部システム設計電動及び電動油圧操だ装置 Ｆ8079
船用電気設備及び電子機器電磁両立性（ＥＭＣ）金属製船体の船舶 Ｆ8081
船用電気設備リチウム二次電池を用いた蓄電池設備 Ｆ8102
舟艇電気機器リチウム二次電池を用いた蓄電池設備 Ｆ8103
船用防水形照明器具作業灯，壁付灯，信号灯及び手さげ灯 Ｆ8414
船用蛍光灯安定器 Ｆ8431
船用プロペラ軸回転計電気式及び無接触式 Ｆ8521
電気式ラダーアングルインジケータ Ｆ8522
船用隔壁・甲板用電線貫通金物 Ｆ8802
船用防水形小形接続箱 Ｆ8821
冷凍コンテナ用防水形ソケットアウトレットボックス Ｆ8837
船舶及び海洋技術船用音響測深装置 Ｆ9401
船用気象ファクシミリ受信機 Ｆ9601
船舶及び海洋技術真船首方位信号伝達装置 Ｆ9605
船用電気式圧力発信器 Ｆ9704
船用発電装置のパワーマネージメントシステム Ｆ9800

最低賃金の改正決定に関する公示
埼玉労働局最低賃金公示第４号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、埼玉県自動車小売業最低賃
金（平成20年埼玉労働局最低賃金公示第７号）の
一部を次のように改正する決定をしたので、同法
第19条第１項の規定により公示する。
令和８年 10 月 26 日

埼玉労働局長 田平 浩二
第４号中「１時間1152円」を「１時間1207円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。

大阪労働局最低賃金公示第２号
最低賃金法（昭和34年法律第137号）第15条第

２項の規定に基づき、大阪府非鉄金属・同合金圧
延業、電線・ケーブル製造業最低賃金（平成20年
大阪労働局最低賃金公示第８号）の一部を次のよ
うに改正する決定をしたので、同法第19条第１項
の規定により公示する。
令和８年 10 月 26 日

大阪労働局長 蒔苗 浩司
第４号中「１時間1180円」を「１時間1235円」
に改める。

附 則
この決定は、令和８年12月１日から効力を生ず
る。





公 告

令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

諸 事 項

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告





令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

失踪宣告取消

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

破産手続終結及び免責許可決定

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

令和８年（ヒ）第２０５５号
東京都千代田区丸の内１丁目９番２号グラント
ウキョウサウスタワー
清算株式会社 株式会社ＫＦ
代表清算人 荒道 泰之
１ 決定年月日 令和８年10月８日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第５号
富山市上袋１００番地１アピタ富山店２Ｆ
清算株式会社 株式会社北陸エンタープライズ
１ 決定年月日 令和8年10月7日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

富山地方裁判所民事部

更生計画不認可
令和８年（ミ）第２号
東京都中央区日本橋堀留町一丁目１０番１４号
更生会社 株式会社ライフビジネスウェザー
１ 決定年月日 令和８年１０月８日
２ 主文 本件更生計画を認可しない。
３ 理由の要旨

管財人が提出した更生会社に係る本件更生
計画案は、決議に付されて可決された。
しかしながら、本件更生計画案は、租税等
の請求権につき本税及び保険料並びに更生手
続開始決定日の前日までの延滞金等の合計額
の９１％に相当する金額の免除を受ける内容
を含んでいるところ、その徴収の権限を有す
る者の同意を得ているとは認められない。
したがって、本件更生計画案は会社更生法
１６９条１項の要件を満たさず、法令の規定
に適合しないというべきであるから、同法１
９９条２項１号の要件に該当するとは認めら
れない。そして、その法令の違反の程度、更
生会社の現況その他一切の事情を考慮しても
本件更生計画案を認可しないことが不適当と
は認められない。

４ 更生計画の要旨（省略）
東京地方裁判所民事第２０部

管財人辞任
令和８年（ミ）第２号
東京都中央区日本橋堀留町一丁目１０番１４号
更生会社 株式会社ライフビジネスウェザー
管財人白樫俊成は令和８年１０月８日辞任した。

東京地方裁判所民事第２０部

管財人選任
令和８年（ミ）第２号
東京都中央区日本橋堀留町一丁目１０番１４号
更生会社 株式会社ライフビジネスウェザー
主文 管財人として

東京都港区虎ノ門１－１－２０虎ノ門実業
会館８階
元木・上野法律事務所
上野 保を選任する。

令和８年１０月８日
東京地方裁判所民事第２０部

監 督 命 令

小規模個人再生による再生手
続開始

債権者集会招集

書面による計算報告

特別清算開始
令和８年（ヒ）第２０５９号
東京都千代田区丸の内一丁目９番２号グラント
ウキョウサウスタワー13階
清算株式会社 株式会社Ｇ企画
代表清算人 田中章夫
１ 決定年月日 令和８年10月8日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

東京地方裁判所民事第２０部




令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画認可

所在等不明共有者の持分の取
得の裁判に関する異議の催告






令
和

年


月


日
月
曜
日

第




号

官
報

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た の

で 公 告 し ま す 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は 次 の と お り

で す 。

（ 甲 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 十 五 日

掲 載 頁 一 三 四 頁 （ 号 外 第 二 二 六 号 ）

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 十 五 日

掲 載 頁 一 三 五 頁 （ 号 外 第 二 二 六 号 ）

令 和 八 年 十 月 二 十 六 日

千 葉 県 松 戸 市 二 十 世 紀 が 丘 萩 町 六 番 地

（ 甲 ） 株 式 会 社 ロ ン グ バ ァ リ ー

代 表 取 締 役 長 谷 和 雄

千 葉 県 松 戸 市 二 十 世 紀 が 丘 萩 町 六 番 地

（ 乙 ） 株 式 会 社 ロ ン グ バ ァ リ ー ホ ー ル

デ ィ ン グ ス
代 表 取 締 役 長 谷 和 雄

合 併 公 告

左 記 会 社 は 合 併 し て 甲 は 乙 の 権 利 義 務 全 部 を 承

継 し て 存 続 し 、 乙 は 解 散 す る こ と に い た し ま し た 。

こ の 合 併 に 対 し 異 議 の あ る 債 権 者 は 、 本 公 告 掲

載 の 翌 日 か ら 一 箇 月 以 内 に お 申 し 出 下 さ い 。

な お 、 甲 及 び 乙 の 最 終 貸 借 対 照 表 の 開 示 状 況 は

次 の と お り で す 。

（ 甲 ） 掲 載 日 刊 工 業 新 聞

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 二 十 六 日

掲 載 頁 二 頁

（ 乙 ） 掲 載 官 報

掲 載 の 日 付 令 和 八 年 十 月 七 日

掲 載 頁 五 十 二 頁 （ 号 外 第 二 二 一 号 ）

令 和 八 年 十 月 二 十 六 日

東 京 都 港 区 新 橋 三 丁 目 三 番 一 三 号

（ 甲 ） 株 式 会 社 ジ ャ ン プ コ ー ポ レ ー シ ョ ン

代 表 取 締 役 田 政 和

東 京 都 港 区 新 橋 三 丁 目 三 番 一 三 号

（ 乙 ） 株 式 会 社 Ｒ ａ ｂ ｂ ｉ ｔ Ｃ ｏ ｒ ｐ

ｏ ｒ ａ ｔ ｉ ｏ ｎ

代 表 取 締 役 芦 田 政 和

会 社 そ の 他 の 公 告






令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
乙
の
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と

お
り
で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
九
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
九
番
一
号
芝
浦
ル
ネ
サ

イ
ト
タ
ワ
ー
六
階

（
甲
）
合
同
会
社
ち
ゅ
う
ぎ
ん
エ
ナ
ジ
ー
１
号

代
表
社
員

株
式
会
社
ち
ゅ
う
ぎ
ん
エ
ナ
ジ
ー

職
務
執
行
者

横
山
正
一
郎

東
京
都
港
区
芝
浦
三
丁
目
九
番
一
号
芝
浦
ル
ネ
サ

イ
ト
タ
ワ
ー
六
階

（
乙
）
株
式
会
社
ち
ゅ
う
ぎ
ん
エ
ナ
ジ
ー
１
号

代
表
取
締
役

延
崎

悠

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
、乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.zen
et -w

eb
.co
.jp
/

（
乙
）
掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
八
日

掲
載
頁

六
十
頁
（
号
外
第
二
〇
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
丁
目
三
〇
番
一
七
号
朝

日
生
命
南
池
袋
ビ
ル
二
Ｆ

（
甲
）
株
式
会
社
ゼ
ネ
ッ
ト

代
表
取
締
役

四
元

一
弘

東
京
都
豊
島
区
南
池
袋
二
丁
目
三
〇
番
一
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
ゼ
ネ
ッ
ト
・
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス

代
表
取
締
役

四
元

一
弘

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
二
十
八
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
一
九
二
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
三
番
二
号

（
甲
）
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｗ
ａ

Ｗ
ｉ
ｓ
ｅ

Ｈ
ｏ
ｌ

ｄ
ｉ
ｎ
ｇ
ｓ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

米
田

岳

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
二
丁
目
三
番
二
号
郵
船

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

（
乙
）
Ｓ
ｈ
ｉ
ｎ
ｗ
ａ

Ａ
ｕ
ｃ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
株

式
会
社

代
表
取
締
役

高
橋

健
治

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
二
番
一
号
六
本
木
グ

ラ
ン
ド
タ
ワ
ー

（
甲
）
パ
シ
フ
ィ
コ
・
エ
ナ
ジ
ー
・
ス
ト
レ
ー

ジ
２
号
合
同
会
社

代
表
社
員

ピ
ー
イ
ー
・
デ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト
・
ジ
ー
ピ
ー
・
エ
ル
エ

ル
シ
ー

職
務
執
行
者

松
尾

大
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
一
乃
至
八
の
権
利
義
務

全
部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
一
乃
至
八
は
解
散
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
及
び
乙
三
乃
至
八
）

掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
三
日

掲
載
頁

六
頁

（
乙
一
及
び
乙
二
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ

ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
甲
）
フ
ー
リ
ハ
ン
・
ロ
ー
キ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
々
宮
律
子

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
一
）
Ｇ
Ａ
合
同
会
社

代
表
社
員

フ
ー
リ
ハ
ン
・
ロ
ー
キ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

職
務
執
行
者

野
々
宮
律
子

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
二
）
Ｇ
Ｂ
合
同
会
社

代
表
社
員

フ
ー
リ
ハ
ン
・
ロ
ー
キ
ー
・

ジ
ャ
パ
ン
合
同
会
社

職
務
執
行
者

野
々
宮
律
子

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
三
）
株
式
会
社
Ｂ
Ｉ
Ｚ
Ｉ
Ｔ

代
表
取
締
役

野
々
宮
律
子

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
四
）
Ｇ
Ｃ
Ａ
ヘ
ル
ス
ケ
ア
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
々
宮
律
子

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
五
）
Ｇ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

野
々
宮
律
子

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
六
）
Ｇ
Ｃ
Ａ
テ
ク
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
株
式

会
社

代
表
取
締
役

野
々
宮
律
子

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
七
）
Ｈ
Ｌ
サ
ク
セ
シ
ョ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

二
戸

弘
幸

東
京
都
港
区
麻
布
台
一
丁
目
三
番
一
号
麻
布
台
ヒ

ル
ズ
森
Ｊ
Ｐ
タ
ワ
ー
四
九
階

（
乙
八
）
フ
ー
リ
ハ
ン
・
ロ
ー
キ
ー
・
ジ
ャ
パ

ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
野

隆
太

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
二
番
一
号
六
本
木
グ

ラ
ン
ド
タ
ワ
ー（

乙
）
Ｐ
Ｅ

Ｏ
Ｉ
Ｔ
Ａ
合
同
会
社

代
表
社
員

一
般
社
団
法
人
Ｐ
Ｅ
大
分
Ｂ

Ｅ
Ｓ
Ｓ

職
務
執
行
者

松
尾

大
樹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
二
三
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
世
田
谷
区
代
沢
五
丁
目
一
八
番
四
号

（
甲
）
株
式
会
社
ア
イ
プ
ラ
イ
ム

代
表
取
締
役

井
田
裕
一
郎

東
京
都
世
田
谷
区
太
子
堂
四
丁
目
三
〇
番
四
号

（
乙
）
株
式
会
社
平
山
建
築
設
計

代
表
取
締
役

井
田

輝
美

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://a
g
en
t.h
y
b
rid -tech

n
o
lo
g
ies.jp

/

n
ew
s/

（
乙
）h

ttp
s://h
b
c.h
y
b
rid -tech

n
o
lo
g
ies.co

.jp

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
西
新
橋
一
丁
目
一
九
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
テ
ッ
ク
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト

代
表
取
締
役

窪
田

陽
介

東
京
都
中
野
区
本
町
三

三
一

一
一
Ｄ
ａ
ｉ
ｗ

ａ
中
野
坂
上
ビ
ル
六
Ｆ

（
乙
）
株
式
会
社
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ビ
ジ
ネ
ス
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

稲
津

暢





令和年月日 月曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
い
た
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
四
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
及
び
丙
は
同
第
七
八
四
条

第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
経
ず
に
合
併

を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
及
び
丙
の
全
株

式
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新

株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ

ん
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
九
六
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
二
日

掲
載
頁

一
五
九
頁
（
号
外
第
一
三
六
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
ホ
ッ
カ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
田

孝
資

北
海
道
小
樽
市
色
内
三
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
北
海
製
罐
株
式
会
社

代
表
取
締
役

池
田

孝
資

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

（
丙
）
株
式
会
社
日
本
キ
ャ
ン
パ
ッ
ク

代
表
取
締
役

池
田

孝
資

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://x
ico
.co
.jp
/p
u
b
lic -n

o
tices/

（
乙
）h
ttp
s://cd -s.co

.jp
/p
u
b
lic -n

o
tices/

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
海
岸
三
丁
目
七
番
一
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
Ｘ
Ｉ
Ｃ
Ｏ

代
表
取
締
役

黒
田

明
臣

岩
手
県
盛
岡
市
北
松
園
一
丁
目
一
一
番
一
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｃ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｓ

代
表
取
締
役

猿
川

哲
朗

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
日

掲
載
頁

七
十
四
頁
（
号
外
第
二
三
〇
号
）

（
乙
）
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

富
山
県
南
砺
市
小
又
三
一
一
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ぬ
く
森
の
郷

代
表
取
締
役

東
島

徹

富
山
県
南
砺
市
小
又
三
一
一
番
地

（
乙
）
有
限
会
社
南
蟹
谷

代
表
取
締
役

東
島

徹

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
、
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を

承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
法
第
七
八
四
条
第

一
項
の
規
定
に
よ
り
、
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に

合
併
い
た
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

京
都
新
聞
（
朝
刊
）

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
頁

（
乙
）
掲
載
紙

京
都
新
聞
（
朝
刊
）

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

五
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

京
都
市
中
京
区
烏
丸
通
二
条
上
ル
蒔
絵
屋
町
二
六

〇
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
京
都
新
聞
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

大
西

祐
資

京
都
市
中
京
区
東
洞
院
通
夷
川
上
る
三
本
木
五
丁

目
四
九
三
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
京
都
新
聞
プ
ロ
パ
テ
ィ
ー
ズ

代
表
取
締
役

大
西

祐
資

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

七
十
八
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

大
阪
府
八
尾
市
八
尾
木
三
丁
目
七
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
富
士
工
業
所

代
表
取
締
役

平
尾

悠
貴

大
阪
府
八
尾
市
八
尾
木
三
丁
目
七
番
地

（
乙
）
富
士
ハ
イ
ツ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

平
尾

貴
英

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
遊
技
場
（
所
在

東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
二
丁
目
一
三
番
四
号
幡
ケ
谷
中
央

ビ
ル
地
下
一
階

名
称
ア
サ
ヒ
幡
ヶ
谷
２
号
店
）
経
営
事

業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

一
三
九
頁
（
号
外
第
二
二
六
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

一
三
九
頁
（
号
外
第
二
二
六
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
新
橋
三
丁
目
一
二
番
三
号

（
甲
）
株
式
会
社
メ
ビ
ウ
ス

代
表
取
締
役

谷
村

大
策

東
京
都
江
東
区
森
下
二
丁
目
二
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ナ
シ
ョ
ナ
ル
企
業

代
表
取
締
役

泰
秀

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
乙
は
甲
の
一
般
投
資
者
向

け
有
価
証
券
等
投
資
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し

甲
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
九
日

掲
載
頁

六
十
四
頁
（
号
外
第
二
二
九
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
九
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
二
二
九
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
番
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
フ
ィ
ー
ル
ド
・
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

代
表
取
締
役

長
澤

泰
輔

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
二
番
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
フ
ィ
ー
ル
ド
パ
ー
ト
ナ
ー
ズ

イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

長
澤

泰
輔

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
遊
技
場
（
所
在

長
野
県
上
田
市
秋
和
字
立
石
三
三
一
番
地
一

名
称
が

ち
ゃ
ぽ
ん
上
田
店
）
経
営
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承

継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

一
四
二
頁
（
号
外
第
二
二
六
号
）

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

長
野
県
東
御
市
本
海
野
一
五
二
四
番
地

（
甲
）
株
式
会
社
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
ズ

代
表
取
締
役

金
本

朝
樹

愛
知
県
豊
橋
市
花
中
町
五
六
番
地

（
乙
）
株
式
会
社
立
岩

代
表
取
締
役

大
山

鐘
慶





令和年月日 月曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
ア
ル
ミ
ナ
関
連

事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
、
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は

会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
は
同
第
七
八
四
条
第
二

項
に
基
づ
き
、
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
会
社
分

割
を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

一
八
九
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
六
七
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
六
番
一
七
号

（
甲
）
朝
日
化
学
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

内
田

義
男

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
高
麗
橋
四
丁
目
六
番
一
七
号

（
乙
）
住
化
ア
ル
ケ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

渡
部

知
之

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
淡
路
営
業
所
に

お
け
る
警
備
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ

れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

兵
庫
県
南
あ
わ
じ
市
神
代
國
衙
一
六
八
八
番
地
の
二

（
甲
）
コ
ス
モ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
淡
路
株
式
会
社

代
表
取
締
役

藤
原

保

神
戸
市
北
区
藤
原
台
北
町
一
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
コ
ス
モ
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
株
式
会
社

代
表
取
締
役

西
本

学

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
金
属
加
工
に
関

す
る
製
造
・
製
作
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承

継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
七
年
十
一
月
十
四
日

掲
載
頁

八
十
五
頁
（
号
外
第
二
五
一
号
）

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
四
日

掲
載
頁

四
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

福
岡
市
南
区
向
野
二
丁
目
一
〇
番
二
五
号

（
甲
）
日
創
プ
ロ
ニ
テ
ィ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
里

和
生

福
岡
県
飯
塚
市
目
尾
三
九
五
番
地
一
五

（
乙
）
株
式
会
社
ワ
タ
ナ
ベ
テ
ク
ノ
ス

代
表
取
締
役

大
里

和
生

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
茉
莉

（
住
所

東
京
都
文
京
区
大
塚
四
丁
目
四
六
番
五

一
四

〇
二
）
に
対
し
て
当
社
の
不
動
産
賃
貸
事
業
の
一
部
に
関

す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、当
社
は
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
文
京
区
大
塚
四
丁
目
四
六
番
五

一
四
〇
二

有
限
会
社
ワ
イ
・
エ
ム
・
オ
ー

代
表
取
締
役

五
十
嵐
増
太
郎

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
飯
島
製
本
株
式

会
社（
住
所

大
阪
府
八
尾
市
上
尾
町
四
丁
目
一
番
二
号
）

に
対
し
て
当
社
の
八
尾
工
場
（
住
所
：
大
阪
府
八
尾
市
上

尾
町
四
丁
目
一
番
二
号
）
に
お
け
る
製
本
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公

告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
当
社
の
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次

の
と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
四
日

掲
載
頁

九
十
五
頁
（
号
外
第
二
〇
四
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
三
番
一
号

飯
島
製
本
株
式
会
社

代
表
取
締
役

脇
田

峰
輝

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
開
催
の
社
員
総
会
の

決
議
に
よ
り
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
い
た
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
四
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は株

式
会
社
V
E
S
S
E
L
s

と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
渋
谷
区
幡
ヶ
谷
三
丁
目
五
二
番
一
二
号
一

〇
一

Ｖ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
Ｌ
合
同
会
社

代
表
社
員

大
森

健
矢

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
三
丁
目
三
番
一
三
号
西
新

宿
水
間
ビ
ル
六
階合

同
会
社
プ
ル
ー
ラ
ル
ワ
ー
ク
ス

代
表
社
員

池
内

孝
啓

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
赤
坂
一
丁
目
一
二
番
三
二
号
ア
ー
ク

森
ビ
ル
Ｓ
Ｃ
Ｓ
国
際
税
理
士
法
人
内

Ｈ
Ｄ
Ｈ
Ｐ
合
同
会
社

代
表
社
員

フ
イ
・
ホ
ア
ン

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
日
野
市
百
草
一
二
五
六
番
地
の
二
四

Ｄ
ｐ
ｒ
ｏ
合
同
会
社

代
表
社
員

結
城

大
悟

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
組
織

変
更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｍ
ａ
ｙ
ｙ
と

し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

神
奈
川
県
横
浜
市
鶴
見
区
馬
場
二
丁
目
二
四
番
一

七

二
号

合
同
会
社
Ｏ
ｆ
ｆ
ｉ
ｃ
ｅ
Ｍ
ａ
ｙ
ｙ

代
表
社
員

龔

怡
明

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

神
奈
川
県
横
須
賀
市
汐
入
町
五
丁
目
三
八
番
地

合
同
会
社
Ａ
ｎ
ａ
ｓ
ｔ
ａ
ｒ
ｇ
ｉ
ａ

代
表
社
員

井
上

颯
太

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

神
戸
市
中
央
区
小
野
柄
通
七
丁
目
一
番
一
八
号

ア
ル
ヴ
ォ
ス
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
合
同
会
社

代
表
社
員

ア
ル
ヴ
ォ
ス
・
ユ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー

ム
・
ゲ
ー
エ
ム
ベ
ー
ハ
ー

職
務
執
行
者

ブ
ッ
ハ
ー
・
ヘ
ル
ベ
ル
ト
・

ル
ー
カ
ス

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

福
岡
県
久
留
米
市
藤
光
一
丁
目
一
四
番
一
二
号

合
同
会
社
楽
し
い
介
護
研
究
所

代
表
社
員

宮
本
冨
美
代
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令和年月日 月曜日 第号官 報
組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

熊
本
市
中
央
区
水
前
寺
公
園
五
番
一
一

一
一
〇

一
号

合
同
会
社
あ
じ
さ
い
１

代
表
社
員

竹
下

剛
史

効
力
発
生
日
変
更
公
告

左
記
会
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
予
定
の
吸
収
合

併
の
効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
に
変
更
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
丁
目
八
番
一
二
号
晴
海
ア

イ
ラ
ン
ド
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー

Ｚ
二
三
階

（
存
続
会
社
）
コ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
野

正
純

東
京
都
中
央
区
晴
海
一
丁
目
八
番
一
二
号
晴
海
ア

イ
ラ
ン
ド
ト
リ
ト
ン
ス
ク
エ
ア
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー

Ｚ
二
三
階

（
消
滅
会
社
）
羽
田
ホ
テ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
合

同
会
社

代
表
社
員

コ
ア
グ
ロ
ー
バ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

株
式
会
社

職
務
執
行
者

太
田

富
成

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
千
万
円
減
少
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
五
日

掲
載
頁

一
三
六
頁
（
号
外
第
二
二
六
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

福
島
県
二
本
松
市
根
崎
一
丁
目
二
四
一
番
地

東
邦
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

本
郷

義
之

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://a
eo
n
fo
o
d
sty
le.co

m
/co
m
p
a
n
y
/

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
江
東
区
東
陽
二
丁
目
二
番
二
〇
号

株
式
会
社
イ
オ
ン
フ
ー
ド
ス
タ
イ
ル

代
表
取
締
役

平
田

炎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
千
七
百
五
十
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
〇
七
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
丸
の

内
永
楽
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

ハ
ウ
デ
ン
・
リ
ー
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

多
田
健
太
郎

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
千
五
百
万
円
減
少
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
三
十
日

掲
載
頁

三
〇
七
頁
（
号
外
第
一
〇
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
丸
の

内
永
楽
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

ハ
ウ
デ
ン
ブ
ロ
ー
カ
ー
ズ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

相
部

卓
也

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
三
千
三
十
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://h
iv
ela
b
.co
m
/jp

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
六
本
木
七
丁
目
二
一
番
二
四
号
三
〇

二
室

株
式
会
社
Ｈ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｌ
Ａ
Ｂ

代
表
取
締
役

李

炫
雨

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇

円
減
少
し
一
〇
〇
、
〇
〇
〇
、
〇
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
に
終
了
し
て
お

り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
七
日

掲
載
頁

四
十
二
頁
（
号
外
第
九
十
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
渋
谷
区
道
玄
坂
一
丁
目
二
番
三
号

Ｇ
Ｍ
Ｏ

Ｏ
ｎ
ｅ

Ｃ
ａ
ｒ
ｄ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

神
原

大
槻

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
九
億
三
千
四
百
八
十
三
万
三

千
六
百
五
十
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り
で

す
。

h
ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/co
m
p
a
n
ies/

906598/a
n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
三
丁
目
五
番
地
二
ビ
ュ

レ
ッ
ク
ス
麹
町

Ｄ
ｉ
ｒ
ｅ
ａ
ｖ
ａ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

竹
内

優
志

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
億
五
万
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七
番
一
号

Ｃ
Ｏ
Ｒ
Ｅ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

東

郁
弥

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
七
千
六
百
九
十
三
万
八
千
二

百
五
十
円
減
少
し
三
千
万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。効

力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
二
十
一
日

掲
載
頁

一
五
三
頁
（
号
外
第
一
六
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

横
浜
市
港
北
区
新
横
浜
二
丁
目
一
三
番
地
一
三

株
式
会
社
中
央
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

代
表
取
締
役

石
田

豊

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
し
三
百
万
円
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
十
三
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
計
算
書
類
の
公
告
義
務
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

静
岡
県
静
岡
市
駿
河
区
大
谷
三
八
〇
〇
番
地
の
二

八
五

有
限
会
社
ト
ー
カ
イ

取
締
役

渋
谷

玉
恵

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
千
五
百
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://fn

g -fin
a
n
cia
l -resu

lts.u
h -o
h
.jp

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
世
田
谷
区
上
野
毛
四
丁
目
二
七
番
二
二
号

株
式
会
社
F
o
r
th
e
N
ex
t
G
en
era
tio
n

代
表
取
締
役

横
田

昌
史





令和年月日 月曜日 第号官 報

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
募
集
株
式
の
発
行
及
び
新
株
予
約
権
の
行
使

に
よ
り
資
本
金
及
び
資
本
準
備
金
の
額
が
増
加
す
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
資
本
金
の
額
を
十
四
億
五
千
八
百
五
十

九
万
七
千
九
百
二
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
四
億
五
千

八
百
五
十
九
万
七
千
九
百
一
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
千

万
円
、
四
千
二
百
五
十
一
万
五
千
五
百
一
円
と
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

七
十
五
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
千
代
田
区
紀
尾
井
町
三
番
六
号

Ｈ
Ｒ
ク
ラ
ウ
ド
株
式
会
社

代
表
取
締
役

中
島

悠
揮

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
二
千
五
百
万
円
、
資
本

準
備
金
の
額
を
一
億
二
千
五
百
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ

一
億
円
、
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
十
二
日

掲
載
頁

一
〇
五
頁
（
号
外
第
一
〇
五
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
南
青
山
三
丁
目
一
番
七
号
青
山
コ
ン

パ
ル
ビ
ル
二
階

ｗ
ｐ
ｄ
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

海
野

俊
幸

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
十
一
億
一
千
六
百
八

十
八
万
七
千
五
百
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
三
十
日

掲
載
頁

一
五
三
頁
（
号
外
第
一
四
五
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

横
浜
市
西
区
み
な
と
み
ら
い
二
丁
目
二
番
一
号

ラ
ン
ド
マ
ー
ク
タ
ワ
ー
一
二
階

株
式
会
社
Ｎ

Ｂ
ａ
ｔ
ｏ
ｎ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ

代
表
取
締
役

久
保
田

令

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
二
千
八
百
十
六
万
五
千

二
百
九
十
一
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
十
九
日

掲
載
頁

五
十
六
頁
（
号
外
第
二
二
九
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

長
崎
市
横
尾
二
丁
目
四
番
二
六
号

株
式
会
社
Ｍ
Ｙ
Ｋ
企
画

代
表
取
締
役

宮
崎

康

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
四
千
六
百
三
十
五
万
九

千
九
百
二
十
六
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
四
千
六
百

三
十
五
万
九
千
九
百
二
十
六
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
十
七
日

掲
載
頁

一
四
二
頁
（
号
外
第
一
三
三
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

札
幌
市
北
区
北
二
十
一
条
西
十
二
丁
目
北
海
道
産

学
官
協
働
セ
ン
タ
ー

株
式
会
社
エ
ヌ
ビ
ィ
ー
健
康
研
究
所

代
表
取
締
役

髙
山

喜
好

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
千
八
百
九
十
三
万
三
千
七

百
五
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
四
千
八
百
九
十
三
万
三
千

七
百
四
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
九
日

掲
載
頁

一
七
二
頁
（
号
外
第
二
二
三
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
西
一
丁
目
一
六
番
一
五
号

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｓ
Ｕ

Ｗ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
三
階

Ｄ
Ｅ
Ｎ
Ｈ
Ａ
Ｍ

Ｔ
Ｈ
Ｅ

Ｊ
Ｅ
Ａ
Ｎ
Ｍ
Ａ
Ｋ

Ｅ
Ｒ

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

根
岸

洋
明

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、資
本
金
の
額
を
一
億
三
千
五
百
六
十
五
万
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
三
千
五
百
六
十
五
万
円
減
少
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
一
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
二
三
一
号
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

大
阪
府
八
尾
市
山
本
町
北
三
丁
目
一
番
二
八
号

森
田
殖
産
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
田

規
子

基
準
日
設
定
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
日
を
基
準
日
と
定
め
、

同
日
最
終
の
株
主
名
簿
上
の
株
主
を
も
っ
て
、
そ
の
所
有

す
る
株
式
一
株
を
千
株
と
す
る
株
式
分
割
に
よ
り
株
式
の

割
当
て
を
受
け
る
株
主
と
定
め
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま

す
。令

和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
世
田
谷
区
上
用
賀
四
丁
目
二
二
番
二
三
号

株
式
会
社
A
d
v
a
n
ced
A
I
P
a
rtn
ers

代
表
取
締
役

麹
池

貴
彦

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
日
付
で
株
券
を
発
行
す

る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た

の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

埼
玉
県
富
士
見
市
大
字
東
大
久
保
三
〇
九
番
地

島
田
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

島
田

敏
郎

第
二
種
金
融
商
品
取
引
業
の
廃
止
の
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
を
も
っ
て
第
二
種

金
融
商
品
取
引
業
を
廃
止
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
八
項
に
規
定
す
る

顧
客
取
引
の
結
了
の
方
法
並
び
に
第
二
種
金
融
商
品
取
引

業
に
関
し
顧
客
か
ら
預
託
を
受
け
た
財
産
及
び
そ
の
計
算

に
お
い
て
当
社
が
占
有
す
る
財
産
の
返
還
の
方
法
に
つ
き

ま
し
て
は
、
結
了
が
必
要
な
顧
客
取
引
及
び
返
還
を
必
要

と
す
る
顧
客
財
産
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。

以
上
、
金
融
商
品
取
引
法
第
五
十
条
の
二
第
六
項
の
規

定
に
よ
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

岐
阜
県
岐
阜
市
神
田
町
六
丁
目
一
一
番
地
一

カ
ン
ダ
ま
ち
お
こ
し
株
式
会
社

代
表
取
締
役

田
代

達
生





正

誤

ペ
ー
ジ
段

行

誤

正

（
原
稿
誤
り
）終り

か
ら

三
八
上

二
一
三
十
一
秒

一
秒

四
七
〃

三
三
三
十
四
分
五
十
九

秒

三
十
五
分
九
秒

〃

〃

三
四
三
十
八
秒

三
十
七
秒

〃

〃

三
七
十
五
秒

十
六
秒

〃

〃

三
八
十
六
秒

二
十
秒

〃

〃

三
九
三
十
四
分
五
十
二

秒

三
十
三
分
五
十
三

秒

〃

〃

四
〇
二
十
八
秒

三
十
一
秒

〃

〃

四
一
二
十
五
秒

三
十
二
秒

〃

〃

四
二
十
六
秒

三
十
四
秒

六
一
下

二
五
十
秒

四
十
二
秒

〃

〃

三
十
二
分
五
十
四
秒
十
三
分
二
十
一
秒

〃

〃

四
四
十
秒

四
十
一
秒

終
り
か
ら

一
一
四
〃

二
北
緯
三
十
五
度

北
緯
三
十
三
度

一
一
六
〃
〃
二
二
〇
秒

四
十
二
秒

〃

〃
〃
二
〇
〇
秒

二
十
四
秒

一
二
二
ぺ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
一
九
行
目
の
前
に
次
を
加

え
る
。

十
五

北
緯
三
十
三
度
五
十
一
分
十
九
秒
、
東
経
百
二
十

九
度
四
十
一
分
三
十
一
秒
の
点

終
り
か
ら

一
二
二
上

一
九
十
五

十
六

〃

〃
〃
一
七
十
六

十
七

〃

〃
〃
一
五
十
七

十
八

〃

〃
〃
一
三
十
八

十
九

一
二
二
ぺ
ー
ジ
上
段
終
り
か
ら
一
〇
行
目
及
び
一
一
行

目
を
削
る
。

令和年月日 月曜日 第号官 報
組
織
変
更
及
び
資
本
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
合
同
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
及
び
資
本

準
備
金
の
額
を
十
六
億
九
千
六
百
七
万
二
千
百
二
十
九
円

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

組
織
変
更
後
の
商
号
は
合
同
会
社
バ
ン
カ
ー
ズ
・
ク
ラ

ウ
ド
ク
レ
ジ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
し
ま
す
。

組
織
変
更
の
効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
、
資

本
準
備
金
の
額
の
減
少
の
効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二

月
一
日
で
す
。

こ
れ
ら
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載

の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://h
o
ld
in
g
.b
a
n
k
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/k
o
u
k
o
k
u
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令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
茅
場
町
一
丁
目
八
番
一
号

株
式
会
社
バ
ン
カ
ー
ズ
・
ク
ラ
ウ
ド
ク
レ
ジ
ッ

ト
・
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

代
表
取
締
役

廣
津

朋
憲

自
己
株
式
取
得
事
項
の
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
開
催
の
当
社
取
締

役
会
に
お
い
て
、
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
開
催
の
第
八

十
七
期
定
時
株
主
総
会
決
議
を
受
け
、
自
己
株
式
の
取
得

を
実
施
す
る
こ
と
を
決
議
い
た
し
ま
し
た
の
で
左
記
の
と

お
り
公
告
い
た
し
ま
す
。

記

一
、
取
得
す
る
株
式
の
種
類

当
社
普
通
株
式

二
、
取
得
す
る
株
式
の
総
数

五
万
株
を
上
限
と
す
る
。

三
、
株
式
一
株
当
た
り
の
取
得
金
額

七
千
五
百
円

四
、
株
式
の
取
得
価
額
の
総
額

三
億
七
千
五
百
万
円
を
上
限
と
す
る
。

五
、
取
得
方
法

株
主
全
員
に
譲
渡
の
勧
誘
を
す
る
方
法

と
す
る
。

六
、
取
得
す
る
期
間
（
株
式
譲
渡
の
申
込
み
期
間
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日
〜
令
和
八
年
十
一
月
四
日

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
元
赤
坂
一
丁
目
五
番
二
七
号

佐
藤
製
薬
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

佐
藤

誠
一

事
業
譲
渡
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
月
十
六
日
、
株
主
総
会
の
決
議

（
会
社
法
第
三
百
十
九
条
第
一
項
に
よ
る
み
な
し
決
議
）

に
よ
り
、
当
社
が
保
有
す
る
子
会
社
株
式
の
全
部
を
、
令

和
八
年
十
一
月
十
六
日
を
効
力
発
生
日
と
し
て
株
式
会
社

シ
ル
ク
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
譲
渡
す
る
こ
と
を
承

認
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
公
告
い
た
し
ま
す
。

・
効
力
発
生
日

令
和
八
年
十
一
月
十
六
日

・
株
式
買
取
請
求
権
の
行
使
期
間

令
和
八
年
十
月
二
十

七
（
効
力
発
生
日
の
二
十
日
前
）
か
ら
令
和
八
年
十
一
月

十
五
日

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
渋
谷
区
神
宮
前
五
丁
目
五
一
番
八
号
ラ
・

ポ
ル
ト
青
山
二
Ｆ
七

株
式
会
社
齋
藤
太
郎
兵
衛

代
表
取
締
役

齋
藤

淳

新
設
分
割
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｄ

ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ
ｉ
ｅ
ｒ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
株
式
会
社
（
住
所
東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七

番
一
号
）
に
対
し
て
当
社
の
ス
ト
ア
事
業
に
関
す
る
運
用

管
理
お
よ
び
こ
れ
に
関
連
す
る
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権

利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告

し
ま
す
。

ま
た
、
当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
八
十
億
九
百
七
十
万

五
千
九
百
十
三
円
減
少
し
、
そ
の
全
額
を
資
本
準
備
金
と

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
新
設
分
割
及
び
資
本
金
の
額
の
減
少
に
対
し
異
議

の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以

内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
六
日

掲
載
頁

八
頁

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
港
区
赤
坂
九
丁
目
七
番
一
号

Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ

Ｄ
ｉ
ｇ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ

Ｆ
ｒ
ｏ
ｎ
ｔ

ｉ
ｅ
ｒ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森

啓

新
規
信
託
分
割
の
公
告

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社
（
受
託
者
）
は
、
左
記

の
と
お
り
、
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
付
で
左
記
一
の
信

託
を
新
規
信
託
分
割
し
ま
す
の
で
、
公
告
し
ま
す
。

こ
の
分
割
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
日
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

一
、
従
前
の
信
託
の
特
定

（
一
）
信
託
の
当
事
者

委
託
者
兼
受
益
者

東
京
都
千
代
田
区
霞
が
関
三
丁
目
二
番
一
号

株
式
会
社
ネ
ク
ス
レ
イ

受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

令
和
八
年
七
月
三
日
（
号
外
第
百
五
十
号
）
防
衛
省
告

示
第
百
七
十
六
号
（
重
要
施
設
の
周
辺
地
域
の
上
空
に
お

け
る
小
型
無
人
機
等
の
飛
行
の
禁
止
に
関
す
る
法
律
第
六

条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
対
象
防
衛
関
係

施
設
等
と
し
て
指
定
し
た
件
）

（
二
）
信
託
の
年
月
日
及
び
契
約
名
称

令
和
四
年
十
一
月
三
十
日
付
不
動
産
管
理
処
分

信
託
契
約
書
（
そ
の
後
の
変
更
を
含
む
。）

二
、
従
前
の
信
託
に
お
い
て
作
成
さ
れ
た
財
産
状
況
開
示

資
料
等

右
記
一
の
信
託
に
つ
い
て
の
、
信
託
法
施
行
規
則

（
平
成
十
九
年
法
務
省
令
第
四
十
一
号
）
第
十
七
条

第
二
号
及
び
第
三
号
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、

左
記
連
絡
先
に
ご
照
会
く
だ
さ
い
。

三
、
分
割
の
効
力
が
生
じ
る
日
以
後
の
従
前
の
信
託
及
び

新
た
な
信
託
財
産
責
任
負
担
債
務
の
履
行
の
見
込
み

い
ず
れ
も
履
行
の
見
込
み
が
あ
る
も
の
と
判
断
し
て

お
り
ま
す
。
そ
の
詳
細
に
つ
い
て
は
左
記
連
絡
先
に

ご
照
会
く
だ
さ
い
。

四
、
連
絡
先

東
京
都
港
区
芝
三
丁
目
三
三
番
一
号

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

電
話
番
号

〇
三

五
二
三
二

三
〇
二
六

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

受
託
者

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号

三
井
住
友
信
託
銀
行
株
式
会
社

営
業
所

東
京
都
港
区
芝
三
丁
目
三
三
番
一
号

支
配
人

鈴
木

雅
士

配
当
公
告

三
重
県
桑
名
市
長
島
町
殿
名
八
五
九
番
地
の
二

破
産
者

株
式
会
社
澤
田
工
業

右
の
者
に
対
す
る
津
地
方
裁
判
所
四
日
市
支
部
令
和
八

年
（
フ
）
第
六
十
六
号
破
産
事
件
の
最
後
配
当
を
行
う
の

で
、
次
の
よ
う
に
公
告
す
る
。

一
、
配
当
に
加
え
る
べ
き
債
権
の
総
額

金
二
五
、
三
二
八
、
五
〇
一
円

（
内
優
先
債
権
額

金
六
六
三
、
七
三
〇
円
）

一
、
配
当
す
る
こ
と
の
で
き
る
金
額

金
一
五
、
八
五
〇
、
四
八
二
円

（
内
優
先
債
権
額

金
六
六
三
、
七
三
〇
円
）

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

三
重
県
四
日
市
市
浜
田
町
六
番
一
一
号
サ
ム
テ
ィ

四
日
市
ビ
ル
七
階

破
産
管
財
人

弁
護
士

山
本

伊
仁

債
権
申
出
の
公
告
（
第
二
回
）

当
規
約
型
確
定
給
付
企
業
年
金
は
、
令
和
八
年
九
月
三

十
日
確
定
給
付
企
業
年
金
法
第
八
十
三
条
第
一
項
第
一
号

に
該
当
し
た
こ
と
に
よ
り
終
了
し
た
の
で
、
当
規
約
型
確

定
給
付
企
業
年
金
に
債
権
を
有
す
る
者
は
、
本
公
告
第
一

回
掲
載
（
令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
）
の
翌
日
か
ら
二
箇

月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。
右
期
間
内
に
お
申
し
出
が

な
い
と
き
は
清
算
か
ら
除
斥
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

東
京
都
大
田
区
大
森
北
四

一
一

一
一

株
式
会
社
ニ
シ
ヤ
マ
確
定
給
付
企
業
年
金

清
算
人

阿
部

徹




		2026-10-23T14:38:32+0900
	C＝JP,O＝Cabinet Office,CN＝Cabinet Office
	NationalPrintingBerau
	内閣府より署名済み


	



